
(57)【要約】

　【課題】　外観的に綺麗に仕上げることができ、材料

金属板としてカラー鋼板を使用することも可能な金属製

屈曲溝状部材の製造方法を提供する。

　【解決手段】　一定幅の底板部５と、底板部の両側縁

から同方向へ折れ曲がった左右一対の側板部６と、両側

板部の先端から溝７の内側又は外側へ底板部と平行に折

れ曲がった折曲板部８とを備え、且つ、溝の開口と反対

側へ屈曲した形状の金属製屈曲溝状部材１Ａを製造する

にあたり、帯状平板９に所定の折り曲げ線ａ，ａ、ｂ，

ｂ、を形成し、一方の側板部６と折曲板部８との折り曲

げ線ａから他方の側板部６と折曲板部８との折り曲げ線

ａに至る板部に、一部を切り残して接合用舌片１０ａ，

１０ｂとした屈曲用切欠き部１１を打抜き形成し、帯状

平板を夫々の折り曲げ線から折り曲げると共に、接合用

舌片１０ａ，１０ｂを屈曲用切欠き部１１の反対側に位

置する板部と重ね合わせ、この重ね合わせ部分を接合し

て、金属製屈曲溝状部材を製造する。

　【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 一 定 幅 の 底 板 部 と 、 底 板 部 の 両 側 縁 か ら 同 方 向 へ 折 れ 曲 が っ た 左 右 一 対 の 側 板 部 と 、
両 側 板 部 の 先 端 か ら 溝 の 内 側 又 は 外 側 へ 底 板 部 と 平 行 に 折 れ 曲 が っ た 折 曲 板 部 と を 備 え 、
且 つ 、 溝 の 開 口 と 反 対 側 へ 屈 曲 し た 形 状 の 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 を 製 造 す る に あ た り 、 帯 状
平 板 に 所 定 の 折 り 曲 げ 線 を 形 成 し 、 一 方 の 側 板 部 と 折 曲 板 部 と の 折 り 曲 げ 線 か ら 他 方 の 側
板 部 と 折 曲 板 部 と の 折 り 曲 げ 線 に 至 る 板 部 に 、 一 部 を 切 り 残 し て 接 合 用 舌 片 と し た 屈 曲 用
切 欠 き 部 を 打 抜 き 形 成 し 、 帯 状 平 板 を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 か ら 折 り 曲 げ る と 共 に 、 接 合 用 舌
片 を 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 板 部 と 重 ね 合 わ せ 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 を 接 合 し
て 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 接 合 用 舌 片 が 底 板 部 に 連 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 金 属 製 屈 曲
溝 状 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 接 合 用 舌 片 が 側 板 部 に 連 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 金 属 製 屈 曲
溝 状 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 接 合 用 舌 片 が 底 板 部 と 側 板 部 の 各 々 に 連 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 製 造 方 法 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 定 幅 の 底 板 部 と 、 底 板 部 の 両 側 縁 か ら 同 方 向 へ 折 れ 曲 が っ た 左 右 一 対 の 側
板 部 と 、 両 側 板 部 の 先 端 か ら 溝 の 内 側 又 は 外 側 へ 底 板 部 と 平 行 に 折 れ 曲 が っ た 折 曲 板 部 と
を 備 え 、 且 つ 、 溝 の 開 口 と 反 対 側 へ 屈 曲 し た 形 状 の 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 を 製 造 す る 方 法 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 図 ２ ５ 、 図 ２ ６ に 示 す よ う に 、 一 定 幅 の 底 板 部 ５ と 、 底 板 部 ５ の 両 側 縁 か ら 同 方
向 へ 折 れ 曲 が っ た 左 右 一 対 の 側 板 部 ６ と 、 両 側 板 部 ６ の 先 端 か ら 溝 ７ の 内 側 へ 平 行 に 折 れ
曲 が っ た 折 曲 板 部 ８ と を 備 え 、 且 つ 、 溝 ７ の 開 口 と 反 対 側 へ 屈 曲 し た 形 状 の 金 属 製 屈 曲 溝
状 部 材 を 製 造 す る に あ た っ て は 、 図 ２ ５ に 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 端 部 が 斜 め に カ ッ ト さ れ
た 二 つ の 直 線 的 な 溝 状 部 材 １ ａ ， １ ｂ を 別 個 に 製 作 し 、 こ れ ら の 二 部 材 １ ａ ， １ ｂ を 端 部
が 突 き 合 わ さ れ た 状 態 に 溶 接 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 従 来 技 術 に よ る 場 合 は 、 溶 接 部 が 変 色 し 且 つ 盛 り 上 が っ た 状 態 と な
る た め 、 見 栄 え が せ ず 、 溶 接 後 に 塗 装 を 施 し て も 、 綺 麗 に 仕 上 げ る こ と が で き な い と い う
問 題 点 が あ る 。 ま た 、 肉 盛 り 部 分 を サ ン ダ ー で 落 と し 、 溶 接 箇 所 を 平 滑 に し て 塗 装 す る 場
合 は 、 作 業 手 間 が か か り 、 溶 接 強 度 が 落 ち る と い う 欠 点 が あ る 。 し か も 、 溝 状 部 材 １ ａ ，
１ ｂ の 材 料 と し て 、 溶 接 が 可 能 な 金 属 板 を 用 い る 必 要 が あ る た め 、 外 観 が 美 麗 で 、 錆 に も
強 い カ ラ ー 鋼 板 を 用 い て 、 意 匠 性 に 優 れ た 屈 曲 溝 状 部 材 を 製 造 す る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 尚 、 特 許 文 献 １ に は 、 屈 曲 加 工 の 対 象 と す る 角 パ イ プ を 側 面 視 に お い て Ｖ 字 状 に 切 除 し
、 切 断 縁 同 士 を 突 合 せ た 状 態 に 折 り 曲 げ て 、 溶 接 す る 角 パ イ プ の 屈 曲 加 工 技 術 が 記 載 さ れ
て い る が 、 こ れ を 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 製 造 方 法 に 応 用 し て も 、 溶 接 部 が 外 観 を 阻 害 す る
点 や 溶 接 可 能 な 金 属 板 を 用 い る 必 要 が あ る 点 で は 、 図 ２ ５ 、 図 ２ ６ の 従 来 技 術 と 大 同 小 異
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ３ － ５ ４ ０ １ ４ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 を 踏 ま え て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 外 観 的
に 綺 麗 に 仕 上 げ る こ と が で き 、 材 料 金 属 板 と し て カ ラ ー 鋼 板 を 使 用 す る こ と も 可 能 な 金 属
製 屈 曲 溝 状 部 材 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 が 講 じ た 技 術 的 手 段 は 、 次 の 通 り で あ る 。 即 ち 、
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 一 定 幅 の 底 板 部 と 、 底 板 部 の 両 側 縁 か ら 同 方 向 へ 折 れ 曲 が っ た
左 右 一 対 の 側 板 部 と 、 両 側 板 部 の 先 端 か ら 溝 の 内 側 又 は 外 側 へ 底 板 部 と 平 行 に 折 れ 曲 が っ
た 折 曲 板 部 と を 備 え 、 且 つ 、 溝 の 開 口 と 反 対 側 へ 屈 曲 し た 形 状 の 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 を 製
造 す る に あ た り 、 帯 状 平 板 に 所 定 の 折 り 曲 げ 線 を 形 成 し 、 一 方 の 側 板 部 と 折 曲 板 部 と の 折
り 曲 げ 線 か ら 他 方 の 側 板 部 と 折 曲 板 部 と の 折 り 曲 げ 線 に 至 る 板 部 に 、 一 部 を 切 り 残 し て 接
合 用 舌 片 と し た 屈 曲 用 切 欠 き 部 を 打 抜 き 形 成 し 、 帯 状 平 板 を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 か ら 折 り 曲
げ る と 共 に 、 接 合 用 舌 片 を 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 板 部 と 重 ね 合 わ せ 、 こ の 重
ね 合 わ せ 部 分 を 接 合 し て 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 を 製 造 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 前 記 接 合 用 舌 片 は 、 底 板 部 に 連 設 し て も よ く （ 請 求 項 ２ ） 、 側 板 部 に 連 設 し て も よ
く （ 請 求 項 ３ ） 、 底 板 部 と 側 板 部 の 各 々 に 連 設 し て も よ い （ 請 求 項 ４ ） 。 接 合 用 舌 片 と 屈
曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 板 部 と の 重 ね 合 わ せ 部 分 を 接 合 す る 手 段 と し て は 、 材 料
金 属 板 と し て 溶 接 が 可 能 な 金 属 板 を 用 い る 場 合 、 ス ポ ッ ト 溶 接 で も よ い が 、 リ ベ ッ ト 、 ボ
ル ト ・ ナ ッ ト 、 接 着 剤 な ど に よ る 接 合 が 、 材 料 金 属 板 と し て カ ラ ー 鋼 板 を 使 用 で き る 点 で
、 望 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 用 舌 片 と 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 板 部
と の 重 ね 合 わ せ 部 分 を 接 合 す る よ う に し た の で 、 接 合 手 段 と し て 、 リ ベ ッ ト 、 ボ ル ト ・ ナ
ッ ト 、 接 着 剤 な ど 溶 接 以 外 の 接 合 手 段 を 採 用 し て 、 外 観 的 に 綺 麗 に 仕 上 げ る こ と が で き 、
材 料 金 属 板 と し て 、 外 観 が 美 麗 で 、 錆 に 強 い カ ラ ー 鋼 板 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か も 、 所 定 の 折 り 曲 げ 線 を 形 成 す る 帯 状 平 板 に 屈 曲 用 切 欠 き 部 を 打 抜 き 形 成 す る 際 、
一 部 を 切 り 残 し て 接 合 用 舌 片 と す る た め 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 打 抜 き 形 成 に よ る 材 料 金 属 板
の ロ ス が 少 な く て 済 み 、 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 用 舌 片 を 底 板 部 に 連 設 し た た め 、 接 合 用 舌 片 を 屈
曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 に 重 ね 合 わ せ て 接 合 す る こ と に な り 、 金 属 製 屈 曲
溝 状 部 材 の 屈 曲 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 へ の 曲 げ に 強 く 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、
接 合 用 舌 片 を 側 板 部 に 連 設 し た た め 、 接 合 用 舌 片 を 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 側
板 部 に 重 ね 合 わ せ て 接 合 す る こ と に な り 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 屈 曲 方 向 へ の 曲 げ に 強 い
と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 接 合 用 舌 片 を 底 板 部 と 側 板 部 の 各 々 に 連 設 し た た め 、
底 板 部 に 連 設 さ れ た 接 合 用 舌 片 を 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 に 重 ね 合 わ せ
て 接 合 し 、 さ ら に 、 側 板 部 に 連 設 さ れ た 接 合 用 舌 片 を 屈 曲 用 切 欠 き 部 の 反 対 側 に 位 置 す る
側 板 部 に 重 ね 合 わ せ て 接 合 す る こ と に な り 、 両 方 向 へ の 曲 げ （ 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 屈 曲
方 向 に 対 す る 直 角 方 向 へ の 曲 げ と 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 屈 曲 方 向 へ の 曲 げ ） に 強 い と い
う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 図 １ 、 図 ２ は 、 本 発 明 の 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ を 用 い て 構 成
し た サ イ ク ル ラ ッ ク の 一 例 を 示 す 。 こ の サ イ ク ル ラ ッ ク は 、 駐 輪 場 に 設 置 さ れ る も の で 、
所 定 の 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 前 後 一 対 の 連 結 用 フ レ ー ム ２ の 上 に 、 自 転 車 の 前 ， 後 輪 ３
ａ ， ３ ｂ を 支 持 す る 金 属 製 の 直 線 的 な 溝 状 部 材 １ Ｂ と 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ と を 交 互 に
取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 隣 り 合 う 自 転 車 の ハ ン ド ル ４ が 互 い に 干 渉 し な い よ う に 構 成 さ
れ て い る 。 溝 状 部 材 １ Ａ ， １ Ｂ の 前 端 側 の 溝 底 面 に は 開 口 が 形 成 さ れ て い る 。 ２ ａ は 、 直
径 の 異 な る 前 輪 ３ ａ で も 支 持 で き る よ う に 、 水 平 軸 周 り で 揺 動 自 在 に 構 成 さ れ た 前 輪 受 け
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 製 造 方 法 を 、 図 ３ ～ 図 ７ に 基 づ い て 説 明
す る 。 前 記 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ は 、 図 ５ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 一 定 幅 の 底 板 部 ５ と
、 底 板 部 ５ の 両 側 縁 か ら 同 方 向 へ 直 角 に 折 れ 曲 が っ た 左 右 一 対 の 側 板 部 ６ と 、 両 側 板 部 ６
の 先 端 か ら 溝 ７ の 内 側 へ 底 板 部 ５ と 平 行 に 折 れ 曲 が り 、 先 端 縁 ８ ａ が 下 方 へ 直 角 に 折 れ 曲
が っ た 折 曲 板 部 ８ と を 備 え 、 且 つ 、 溝 ７ の 開 口 と 反 対 側 へ 屈 曲 し た 形 状 と さ れ て お り 、 図
３ 、 図 ５ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 帯 状 平 板 ９ に 所 定 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ
を 形 成 し 、 一 方 の 側 板 部 ６ と 折 曲 板 部 ８ と の 折 り 曲 げ 線 ａ か ら 他 方 の 側 板 部 ６ と 折 曲 板 部
８ と の 折 り 曲 げ 線 ａ に 至 る 板 部 に 、 底 板 部 ５ の 一 部 を 切 り 残 し て 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と し た
屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 し 、 図 ４ 、 図 ５ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 帯 状 平 板 ９ を 夫
々 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ か ら 折 り 曲 げ る と 共 に 、 図 ５ の （ Ｃ ） 、 図 ６ 、 図
７ に 示 す よ う に 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 ５ と
重 ね 合 わ せ 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 を 接 合 す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。 帯 状 平 板 ９ と し て
は 、 溶 接 可 能 な 金 属 板 で も よ い が 、 こ の 実 施 形 態 で は カ ラ ー 鋼 板 が 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 前 記 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ は 、 側 板 部 ６ に お い て は 、 前 記 折 り 曲
げ 線 ａ に 対 し て 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 角 度 ２ θ の １ ／ ２ の 角 度 θ で 傾 斜 し た 切 断
縁 １ １ ａ を 備 え る よ う に Ｖ 字 状 に カ ッ ト し 、 底 板 部 ５ に お い て は 、 両 側 板 部 ６ と の 折 り 曲
げ 線 ｂ に 対 し て 直 角 な 切 断 縁 １ １ ｂ を 備 え 、 当 該 切 断 縁 １ １ ｂ と 対 向 す る 位 置 に 底 板 部 ５
の 一 部 を 切 り 残 し て 、 こ の 切 り 残 さ れ た 底 板 部 が 前 記 切 断 縁 １ １ ｂ と 平 行 な 折 り 曲 げ 線 ｄ
か ら 折 り 曲 げ 可 能 な 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と な る よ う に 、 カ ッ ト し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 帯 状 平 板 ９ を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ か ら 折 り 曲 げ て 、 図 ４
、 図 ５ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 直 線 的 な 溝 状 部 材 を 形 成 す る と 共 に 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １
の 両 側 に 位 置 す る 溝 状 部 材 を 、 図 ５ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 切 断 縁 １ １ ａ 同 士 が 突 き
合 わ さ れ た 状 態 に 屈 曲 す る と 共 に 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 折 り 曲 げ 線 ｄ か ら 折 り 曲 げ て 、 前
記 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 ５ の 下 面 （ 又 は 上 面
） に 重 ね 合 わ せ 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 を ボ ル ト ・ ナ ッ ト （ 又 は リ ベ ッ ト ） １ ２ で 接 合 し て
あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 尚 、 図 示 の 例 で は 、 重 ね 合 わ せ 部 分 を ボ ル ト ・ ナ ッ ト （ 又 は リ ベ ッ ト ） １ ２ で 接 合 す る
た め 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 す る 際 、 ボ ル ト 又 は リ ベ ッ ト を 挿 入 す る た め の 小
孔 １ ３ を 形 成 し て あ る が 、 接 合 手 段 と し て 、 接 着 剤 や ス ポ ッ ト 溶 接 を 採 用 す る 場 合 に は 、
小 孔 １ ３ は 不 要 で あ る 。 ま た 、 図 示 の 例 で は 、 折 曲 板 部 ８ の 先 端 縁 ８ ａ を 下 方 に 折 り 曲 げ
て あ る の で 、 折 り 曲 げ 線 ｃ ， ｃ か ら 外 側 の 板 部 を Ｖ カ ッ ト １ ４ し て あ る が 、 後 述 す る 他 の
実 施 形 態 に お け る 図 ２ ４ の （ Ｂ ） ， （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 折 曲 板 部 ８ が 下 方 へ 折 れ 曲 が っ
た 先 端 縁 を 有 し な い 断 面 形 状 や 先 端 縁 を 折 曲 板 部 ８ の 裏 面 ま で 折 り 返 し た 断 面 形 状 で は 、
こ の Ｖ カ ッ ト １ ４ は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板
部 ５ と の 重 ね 合 わ せ 部 分 を ボ ル ト ・ ナ ッ ト （ 又 は リ ベ ッ ト ） １ ２ 接 合 す る よ う に し た の で
、 外 観 的 に 綺 麗 に 仕 上 げ る こ と が で き 、 外 観 が 美 麗 で 、 錆 に も 強 い カ ラ ー 鋼 板 を 用 い て 、

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-297036 A 2005.10.27



意 匠 性 に 優 れ た 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ を 製 造 す る こ と が で き る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か も 、 所 定 の 折 り 曲 げ 線 を 形 成 す る 帯 状 平 板 ９ に 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 す
る 際 、 一 部 を 切 り 残 し て 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と す る た め 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 打 抜 き 形 成
に よ る 材 料 金 属 板 の ロ ス が 少 な く て 済 み 、 経 済 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 底 板 部 ５ に 連 設 し た た め 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 屈 曲 用 切 欠 き
部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 ５ に 重 ね 合 わ せ て 接 合 し た 状 態 に お い て 、 接 合 用 舌 片 １
０ ａ が 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 へ の 曲 げ に 対 す る 補 強 部 材 と
し て 機 能 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ８ ～ 図 １ ０ は 、 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 打 抜 き 形 成 時 に 、 接 合 用
舌 片 １ ０ ａ と 重 ね 合 わ せ る 底 板 部 ５ を 、 板 厚 分 、 段 押 し ５ ａ し て 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と 嵌
合 す る よ う に 構 成 し た 点 に 特 徴 が あ る 。 図 示 の 例 で は 、 溝 ７ の 底 面 が 面 一 に な る よ う に 、
下 方 へ 段 押 し ５ ａ し 、 そ の 上 面 に 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 重 ね 合 わ せ る よ う に 構 成 し た が 、 こ
れ と は 逆 に 、 上 方 へ 段 押 し ５ ａ し 、 そ の 下 面 に 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 重 ね 合 わ せ る よ う に 構
成 し て も よ い 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 ３ ～ 図 ７ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る た め 、 説 明 を 省 略 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ １ ～ 図 １ ５ は 、 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 側 板 部 ６ に 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 連 設 し た 点 に
特 徴 が あ る 。 即 ち 、 こ の 実 施 形 態 に お け る 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ は 、 帯 状 平 板 ９ に 所 定
の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ を 形 成 し 、 一 方 の 側 板 部 ６ と 折 曲 板 部 ８ と の 折 り 曲
げ 線 ａ か ら 他 方 の 側 板 部 ６ と 折 曲 板 部 ８ と の 折 り 曲 げ 線 ａ に 至 る 板 部 に 、 側 板 部 ６ の 一 部
を 切 り 残 し て 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と し た 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 し 、 図 １ ２ 、 図 １
３ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 帯 状 平 板 ９ を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ か ら 折
り 曲 げ る と 共 に 、 図 １ ３ の （ Ｃ ） 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 屈
曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ と 重 ね 合 わ せ 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 を 接 合
す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 前 記 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ は 、 側 板 部 ６ に お い て は 、 折 り 曲 げ 線
ａ に 対 し て 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 角 度 ２ θ の １ ／ ２ の 角 度 θ で 傾 斜 し た 切 断 縁 １
１ ａ を 備 え 、 当 該 切 断 縁 １ １ ａ と 対 向 す る 位 置 に 側 板 部 ６ の 一 部 を 切 り 残 し て 、 こ の 切 り
残 さ れ た 側 板 部 が 三 角 形 の 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と な る よ う に 、 ス リ ッ ト 状 に カ ッ ト し 、 底 板
部 ５ に お い て は 、 前 記 切 断 縁 １ １ ａ と 前 記 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ の 付 け 根 に 連 な る 位 置 に 、 両
側 板 部 ６ と の 折 り 曲 げ 線 ｂ に 対 し て 直 角 な 切 断 縁 １ １ ｂ を 備 え る よ う に 、 平 行 に カ ッ ト し
た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 帯 状 平 板 ９ を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ か ら 折 り 曲 げ て 、 図 １
２ 、 図 １ ３ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 直 線 的 な 溝 状 部 材 を 形 成 す る と 共 に 、 屈 曲 用 切 欠 き 部
１ １ の 両 側 に 位 置 す る 溝 状 部 材 を 、 図 １ ３ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 切 断 縁 １ １ ｂ 同 士
が 突 き 合 わ さ れ た 状 態 に 屈 曲 す る と 共 に 、 前 記 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の
反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ の 外 面 に 重 ね 合 わ せ 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 を ボ ル ト ・ ナ ッ ト （
又 は リ ベ ッ ト ） １ ２ で 接 合 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と 重 ね 合 わ せ る 側 板 部 ６ は 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 付 け 根 か ら 折 り
曲 げ な く て も 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ に 重 ね 合 わ せ る こ と が で き
る よ う に 、 帯 状 平 板 ９ に 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 す る 際 、 板 厚 分 、 三 角 形 状 に 段
押 し ６ ａ さ れ 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 示 の 例 で は 、 接 合
用 舌 片 １ ０ ｂ を 段 押 し ６ ａ さ れ た 側 板 部 ６ の 外 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 構 成 し た が 、 こ れ
と は 逆 に 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 側 板 部 ６ の 内 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 段 押 し ６ ａ し て も よ
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い 。 図 示 し な い が 、 段 押 し ６ ａ を 省 略 し 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 付 け 根 か ら 溝 ７ の 内 側 又 は
外 側 に 折 り 曲 げ て 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ と 重 ね 合 わ せ る よ う
に 構 成 し て も よ い 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 ８ ～ 図 １ ０ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る た め 、 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 側 板 部 ６ に 連 設 し た た め 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ
を 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ に 重 ね 合 わ せ て 接 合 す る こ と に な り 、
金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 方 向 へ の 曲 げ に 強 い と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ ６ ～ 図 ２ ０ は 、 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 底 板 部 ５ と 側 板 部 ６ の 各 々 に 接 合 用 舌 片 １ ０
ａ ， １ ０ ｂ を 連 設 し た 点 に 特 徴 が あ る 。 即 ち 、 こ の 実 施 形 態 に お け る 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材
１ Ａ は 、 帯 状 平 板 ９ に 所 定 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ を 形 成 し 、 一 方 の 側 板 部
６ と 折 曲 板 部 ８ と の 折 り 曲 げ 線 ａ か ら 他 方 の 側 板 部 ６ と 折 曲 板 部 ８ と の 折 り 曲 げ 線 ａ に 至
る 板 部 に 、 底 板 部 ５ の 一 部 を 切 り 残 し て 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と し 、 側 板 部 ６ の 一 部 を 切 り 残
し て 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と し た 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 し 、 図 １ ７ 、 図 １ ８ の （ Ｂ
） に 示 す よ う に 、 帯 状 平 板 ９ を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ か ら 折 り 曲 げ る
と 共 に 、 図 １ ８ の （ Ｃ ） 、 図 １ ９ 、 図 ２ ０ に 示 す よ う に 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 屈 曲 用 切 欠
き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 ５ と 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対
側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ と 夫 々 重 ね 合 わ せ 、 こ れ ら の 重 ね 合 わ せ 部 分 を 接 合 す る こ と に よ っ
て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 よ り 詳 し く 説 明 す る と 、 前 記 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ は 、 側 板 部 ６ に お い て は 、 折 り 曲 げ 線
ａ に 対 し て 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 角 度 ２ θ の １ ／ ２ の 角 度 θ で 傾 斜 し た 切 断 縁 １
１ ａ を 備 え 、 当 該 切 断 縁 １ １ ａ と 対 向 す る 位 置 に 側 板 部 ６ の 一 部 を 切 り 残 し て 、 こ の 切 り
残 さ れ た 板 部 が 三 角 形 の 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と な る よ う に 、 切 断 縁 １ １ ａ に 沿 っ た 部 位 と 、
底 板 部 ５ と の 折 り 曲 げ 線 ｂ に 沿 っ た 部 位 と を 夫 々 ス リ ッ ト 状 に カ ッ ト し 、 底 板 部 ５ に お い
て は 、 前 記 切 断 縁 １ １ ａ に 連 な る 位 置 に 、 両 側 板 部 ６ と の 折 り 曲 げ 線 ｂ に 対 し て 直 角 な 切
断 縁 １ １ ｂ を 備 え 、 当 該 切 断 縁 １ １ ｂ と 対 向 す る 位 置 に 底 板 部 ５ の 一 部 を 切 り 残 し て 、 こ
の 切 り 残 さ れ た 底 板 部 が 前 記 切 断 縁 １ １ ｂ と 平 行 な 折 り 曲 げ 線 ｄ か ら 折 り 曲 げ 可 能 な 接 合
用 舌 片 １ ０ ａ と な る よ う に 、 カ ッ ト し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 帯 状 平 板 ９ を 夫 々 の 折 り 曲 げ 線 ａ ， ａ 、 ｂ ， ｂ 、 ｃ ， ｃ か ら 折 り 曲 げ て 、 図 １
７ 、 図 １ ８ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 直 線 的 な 溝 状 部 材 を 形 成 す る と 共 に 、 屈 曲 用 切 欠 き 部
１ １ の 両 側 に 位 置 す る 溝 状 部 材 を 、 図 １ ８ の （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 前 記 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ
が 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 底 板 部 ５ と 、 前 記 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ が 屈 曲 用 切
欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ と 夫 々 重 ね 合 わ さ れ た 状 態 に 屈 曲 す る と 共 に 、 こ
れ ら の 重 ね 合 わ せ 部 分 を ボ ル ト ・ ナ ッ ト （ 又 は リ ベ ッ ト ） １ ２ で 接 合 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 尚 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と 重 ね 合 わ せ る 側 板 部 ６ は 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 付 け 根 か ら 折 り
曲 げ な く て も 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ に 重 ね 合 わ せ る こ と が で き
る よ う に 、 帯 状 平 板 ９ に 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 打 抜 き 形 成 す る 際 、 板 厚 分 、 三 角 形 状 に 段
押 し ６ ａ さ れ 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と 嵌 合 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 示 の 例 で は 、 接 合
用 舌 片 １ ０ ｂ を 段 押 し ６ ａ さ れ た 側 板 部 ６ の 外 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 構 成 し た が 、 こ れ
と は 逆 に 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 側 板 部 ６ の 内 側 に 重 ね 合 わ せ る よ う に 段 押 し ６ ａ し て も よ
い 。 図 示 し な い が 、 段 押 し ６ ａ を 省 略 し 、 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 付 け 根 か ら 溝 ７ の 内 側 又 は
外 側 に 折 り 曲 げ て 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ と 重 ね 合 わ せ る よ う
に 構 成 し て も よ い 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 １ １ ～ 図 １ ５ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る た め 、 説 明
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 底 板 部 ５ と 側 板 部 ６ の 各 々 に 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ を 連 設 す
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る た め 、 底 板 部 ５ に 連 設 さ れ た 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ を 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す
る 底 板 部 ５ に 重 ね 合 わ せ て 接 合 し 、 さ ら に 、 側 板 部 ６ に 連 設 さ れ た 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ を 屈
曲 用 切 欠 き 部 １ １ の 反 対 側 に 位 置 す る 側 板 部 ６ に 重 ね 合 わ せ て 接 合 す る こ と に な り 、 両 方
向 へ の 曲 げ （ 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 方 向 に 対 す る 直 角 方 向 へ の 曲 げ と 、 金 属 製 屈
曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 屈 曲 方 向 へ の 曲 げ ） に 強 い と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ １ ～ 図 ２ ３ は 、 他 の 実 施 形 態 を 示 し 、 底 板 部 ５ に 連 設 す る 接 合 用 舌 片 １ ０ ａ と 、 側
板 部 ６ に 連 設 す る 接 合 用 舌 片 １ ０ ｂ と を 、 屈 曲 用 切 欠 き 部 １ １ を 挟 ん で 互 い に 反 対 側 に 設
け た 点 に 特 徴 が あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 １ ６ ～ 図 ２ ０ の 実 施 形 態 と 同 じ で あ る た め 、 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 尚 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 何 れ も 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ が 、 両 側 板 部 ６ の 先 端 か
ら 溝 ７ の 内 側 へ 底 板 部 ５ と 平 行 に 折 れ 曲 が り 、 先 端 縁 ８ ａ が 下 方 へ 直 角 に 折 れ 曲 が っ た 折
曲 板 部 ８ を 備 え た 断 面 形 状 と さ れ て い る が 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ の 断 面 形 状 と し て は
、 図 ２ ４ の （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 両 側 板 部 ６ の 先 端 か ら 溝 ７ の 外 側 へ 底 板 部 ５ と 平 行 に 折
れ 曲 が り 、 先 端 縁 ８ ａ が 下 方 へ 直 角 に 折 れ 曲 が っ た 折 曲 板 部 ８ を 備 え た も の で あ っ て も よ
い 。 何 れ の 場 合 も 、 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 １ Ａ と し て は 、 図 ２ ４ の （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 折
曲 板 部 ８ が 下 方 へ 折 れ 曲 が っ た 先 端 縁 を 有 し な い 断 面 形 状 で も よ く 、 図 ２ ４ の （ Ｃ ） に 示
す よ う に 、 先 端 縁 ８ ａ を 折 曲 板 部 ８ の 裏 面 ま で 折 り 返 し た 断 面 形 状 で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 を 用 い た サ イ ク ル ラ ッ ク の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 サ イ ク ル ラ ッ ク の 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 帯 状 平 板 の 展 開 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 製 造 途 中 に お け る 要 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 製 造 工 程 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 他 の 実 施 形 態 に お け る 製 造 工 程 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 他 の 実 施 形 態 に お け る 帯 状 平 板 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 製 造 途 中 に お け る 要 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 製 造 工 程 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 他 の 実 施 形 態 に お け る 帯 状 平 板 の 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 製 造 途 中 に お け る 要 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 製 造 工 程 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 他 の 実 施 形 態 に お け る 製 造 工 程 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 要 部 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 他 の 実 施 形 態 を 示 す 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材 の 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 従 来 例 を 説 明 す る 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 従 来 例 を 説 明 す る 縦 断 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 １ Ａ 　 金 属 製 屈 曲 溝 状 部 材
　 ５ 　 底 板 部
　 ６ 　 側 板 部
　 ７ 　 溝
　 ８ 　 折 曲 板 部
　 ９ 　 帯 状 平 板
　 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ 　 接 合 用 舌 片
　 １ １ 　 屈 曲 用 切 欠 き 部
　 ａ ， ｂ ， ｃ 　 折 り 曲 げ 線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(8) JP 2005-297036 A 2005.10.27



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】
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